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▽
俳
旬

や
せ
る
野
も
知
ら
で
灘
響
行
く
狐
ツ
隼
憶

　
　
　
　
　
蕪
　
　
　
嚢
由

七
十
綿
鋤
を
飛
瀬
け
初
め
し
五
月
晴

　
　
　
蕪
　
　
　
　
玉
、
懸
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嶋
叢
棚
羅
灘
講
習
会
も
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
入

郭
公
哺
く
や
翻
工
の
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洗
ら
う
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す
叢
聾
難
羅
糠
．

　
灘
、
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、
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、
”
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管
理
理
ろ
蚤
肇
舞
鑑

灘
　
－
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欝
盤
、
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4
．
詠
鑛
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勤
か
輔
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朴
融
叢
黛
た
つ
繊
、
一

　
　
　
．
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麟
鍵
叡

緑
蔭
鐙
湖
心
波
立
つ
豫
鷹

嚢
い
購
鈴
壕
、
縛
あ
、
神
よ
ゆ
れ
舞
級

謡
驚
慧
瀞
麟
轡
鱒
観

撫
欝
　
　
纂
タ
轟
．
．
欝
勤
　
轟
．
罫
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ド

胸
⑳
一
つ
爆
詠
み
得
ぬ
戴
菱
に
窓
輸
み
簸
　
撫
帰
総
　
　
き

今
年
の
成
人
式

　
今
年
の
成
人
式
は
七
月
十
六
日
（
月
）

に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
ま
す
。

八
，
年
の
対
象
者
は
昭
和
三
十
三
年
四
月

二
日
～
三
十
四
年
四
月
二
日
迄
に
生
れ

た
方
で
、
す
で
に
各
部
落
の
嘱
託
員
さ

ん
に
依
頼
し
て
出
、
欠
の
希
望
を
と
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

万
一
、
名
簿
の
記
載
も
れ
等
が
あ
っ
た

場
合
で
も
、
当
日
受
付
で
出
席
で
き
ま

す
の
で
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ
る
よ

う
係
で
は
望
ん
で
い
ま
す
。

　
尚
、

会
と
な
り
ま
す
。

世
界
の
恵
ま
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
子
供
達
に

中
里
村
連
合
婦
人
会
が
寄
付

　
国
連
で
「
児
童
権
利
宣
言
」
が
採
択

さ
れ
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
二
十
年
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
今
年
を
「
国
際
児

童
年
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
因
ん
で
中
里
村
連
合
婦
人
会

で
は
、
世
界
の
恵
ま
れ
な
い
子
供
達
に

愛
の
手
を
と
婦
人
会
員
か
ら
寄
付
を
つ

の
り
、
こ
の
た
び
三
万
八
千
円
余
り
を

撫
講
舞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
ケ
、
p

　
　
当
日
は
八
時
半
受
付
、
十
時
開

舞

　
　
　
耳
五
序
空
舞
う
燕
の
よ
・
購
繋

県
の
婦
人
会
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
子
供

達
に
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
お
金
が
ど
こ
の
国
の
子
供
達
に

ど
ん
な
形
と
な
っ
て
届
け
ら
れ
る
の
か

想
像
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

東
北
電
力
よ
り

　
　
作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

　
七
月
四
日
㈲
、
午
前
九
時
か
ら
十
一

時
三
十
分
迄
重
地
の
一
部
、
下
山
、
清

田
山
、
田
代
で
、
又
、
七
月
二
十
日
㈲

に
は
如
来
寺
の
一
部
、
上
山
の
一
部
、

桂
藤
原
、
田
中
、
小
原
、
干
溝
で
午
前

八
時
か
ら
正
午
ま
で
停
電
し
ま
す
。

七
月
の
休
日
救
急
医

ヒ 七 ヒ ヒ ヒ

月 月 月 月 月
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人
生
往
来

◎
産
声

　
氏
　
名

保
坂
干
津
子

保
坂
　
悟

吉
楽
洋
平

小
林
聡
樹

民信　　秀父
　　勝　　の
弥蔵　 …名

倉宮芋芋部
俣中沢沢落

◎
高
砂緬
響
撞
蘇

揺
　
剰
則
　
樋
口
　
幸
雄
（
四
六
）
F

　
新
婦
　
山
本
　
正
子
（
量
）
小

緬
端
驚
釜
瓶

緬
熱
英
塁
荒津荒十宮小干原小
南　 日
田丁　屋　田f　Lや　昌㍉　渥葦　田f　1票

善
意
を
あ
り
が
と
う

◎
田
沢
の
鈴
木
守
一
さ
ん
よ
り
、
故
母

鈴
木
エ
サ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二

万
円
が
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

◎
田
中
の
滝
沢
本
一
さ
ん
よ
り
、
故
母

滝
沢
ト
モ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
．
一

万
円
が
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

◎
山
崎
の
L
原
ケ
ン
さ
ん
よ
り
、
母
子

福
祉
肇
業
に
役
凱
て
て
ぽ
し
い
と
母
子

福
祉
会
に
．
万
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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）
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清
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）
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樋
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長
吉
（
…
）
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羽
毛

山
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京
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（
量
）
上
　
倉

樋
日
芳
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（
究
）
山
崎

上
村
智
恵
子
（
一
5
卜
日
町

井
口
隆
巳
（
壬
ハ
）
上
山

齋
藤
　
豊
子
（
二
三
）
長
野
県

年
　
令

（
五
九
）

（
九
一
）

（
茜
）

（
四
七
）
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　　　　　　　　　　　　　　　　去る24日、県民スポーツの日行事
一県民スポーツの日一　　として、第1回中里村婦人バレ＿ボ＿ノレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会が開催されました。
　第1回　　　　　　　　当日は、村内各地から
　　婦人バレーボール大会晶識嚢嶽して熱の・も．た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　好プレーが続出。
　　　　　　開かる！　　応援にかけっけた婦人会員の盛んな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　拍手をあびていました。
　　　　　　　　　　　　　　　rこのうえ、父チャンの応援があれば言うこと
　　　　　　　　　　　　　　　なし」とは、ある選手の一人言？でした。
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「
あ
な
た
の
年
金
額
」
は

　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
加
入

者
が
老
令
年
金
を
受

け
ら
れ
る
の
は
、
六

十
歳
ま
で
に
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
免

除
を
受
け
た
期
間
と

が
合
せ
て
二
十
五
年

以
上
あ
る
こ
と
が
原

則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
民
年
金

が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
一
、
一
十
六
年

四
月
一
日
で
し
た
か
ら
、
そ
の
当
時
、

加
人
者
の
な
か
に
は
“
六
十
歳
ま
で
に

．
一
レ
互
年
間
保
険
料
を
納
め
る
”
と
い

短縮された亀格 （表1）

生　年　月　日 必要な
格期間

大正5年4月1日以前 10　年
大正6年4月1日まで 11年
大正7年4月1日まで 12　年
大正8年4月1日まで 13　年
大正9年4月1日まで 14　年
大正10年4月1日まで 15年
大正11年4月1日まで 16年
大正12年4月1日まで 17年
大正13年4月1日まで 18　年
大正14年4月1日まで 19年
大正15年4月1日まで 20年
昭和2年4月1日まで 21年
昭和3年4月1日まで 22　年
昭和4年4月1日まで 23年
昭和5年4月1日まで 24　　一

“””III第275号ll””llll””1

昭和5年4月2日以後に生まれた
人の資格期間は25年

う
条
件
を
満
た
せ
な
い
人
が
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
に
は
、
そ
の
人
の
年
齢
に
応

じ
て
“
二
十
五
年
の
期
間
”
を
“
十
年

　老齢年金の計算式は　　　　　　　　　　　（表2）

①定額年金

　1　（1，300P　l×f呆β黄半斗糸内f寸月数）　＋　（1，300円×f呆β灸＊斗

　免除月数×去）1×1，167

　※1，167は昭和50年度に対する昭和52年度の全国消費

　者物価指数の上昇率です。

②特別加算

　1500円×（300一国民年金加入月数）

　　　保険料納付月数＋保険料免除月数×去
　　×　　　　　　　　　　　1×1，167
　　　　　　　国民年金加入月数

　※昭和5年4月1日以前に生れた人で、被保険者期間

　が25年にならない場合。

か
ら
二
十
四
年
”
に
短
か

く
し
て
年
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
表
①
）

　
と
こ
ろ
が
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
が
短
い
と
、

こ
の
期
間
の
計
算
式
だ
け

で
は
ど
う
し
て
も
、
年
金

額
が
低
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら

の
人
に
は
「
定
額
年
金
」

に
「
特
別
加
算
」
を
つ
け

て
、
二
十
五
年
納
付
の
標

準
的
な
年
金
額
に
近
づ
け

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
表
②
）

　
次
に
、
表
③
の
繰
上
げ
請
求
に
つ
い

て
、
老
令
年
金
を
受
け
ら
れ
る
年
齢
は

原
則
と
し
て
六
十
五
歳
で
す
が
、
老
令

年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
、
六
十

歳
を
す
ぎ
て
い
る
場
合
、
本
人
が
希
望

す
れ
ば
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
年
金
額
は
、
請
求
時
の

年
齢
に
よ
っ
て
一
定
の
率
が
減
額
さ
れ
、

こ
の
比
率
で
年
金
は
一
生
支
給
さ
れ
ま

す
。
！
海
外
体
験
記
－

　
　
　
　
璽

　
　
　
　
ノ

（表3）繰上げすると

年　　　齢 支給率 年　金　額

60歳～61歳未満 58％ 166，500

61歳～62歳未満 65％ 186，600

62歳～63歳未満 72％ 206，700

63歳～64歳未満 80％ 229，700

64歳～65歳未満 89％ 255，500

65歳～66歳未満 100％ 287，100

ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ユ
　
勿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
井

　
気
候
は
雨
季
と
乾
季
に
大
分
さ
れ
、

雨
季
に
は
ほ
と
ん
ど
の
農
地
が
水
に
つ

か
り
牛
を
動
力
と
す
る
旧
農
法
で
、
収

量
は
十
a
当
り
、
百
五
十
k
9
位
と
い

う
。
稲
は
一
年
に
三
毛
作
が
可
能
な
気

候
で
あ
り
、
田
植
え
と
稲
刈
り
を
同
時

に
す
る
光
景
は
、
バ
国
な
ら
で
の
も
の

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
水
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
ま
っ
た
く
無
に
近
い
、
ど
の
田
を

見
て
も
用
水
路
、
排
水
路
は
な
く
、
雨

が
降
れ
ば
水
び
た
し
の
自
然
ま
か
せ
で

化
学
肥
料
等
も
ち
ろ
ん
な
く
、
人
畜
力

で
劣
え
た
農
地
を
耕
し
て
い
る
た
め
、

米
は
全
体
的
に
は
、
相
当
の
不
足
で
あ

る
。
し
か
も
農
地
を
も
て
な
い
小
作
農

民
が
全
体
の
四
割
を
占
め
て
い
る
。

産
業
的
に
は
、
ジ
ェ
ー
ド
（
麻
）
が
唯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
明

一
の
生
産
物
で
生
産
量
、
加
工
量
と
も

こ
れ
だ
け
は
世
果
一
と
い
う
。

　
農
村
に
入
る
と
電
気
は
ま
っ
た
く
な

く
、
粗
末
な
家
で
の
原
地
人
と
の
生
活

を
日
程
表
に
よ
り
、
紹
介
し
ま
す
。

　
四
月
七
日
午
後
一
．
一
時
一
二
十
分
、
成
田

よ
り
フ
ラ
イ
ト
（
マ
ニ
ラ
、
バ
ン
コ
ク

経
由
）

　
四
月
八
日
午
後
九
時
、
ダ
ッ
カ
空
港

着
、
外
気
約
三
十
三
度
、
B
G
J
S
の

大
歓
迎
を
受
け
る
。
花
束
、
握
手
、
熱

烈
な
る
歓
迎
が
続
く
。
よ
う
や
く
車
に

乗
り
、
ダ
ッ
カ
市
内
で
B
G
J
S
中
央

執
行
委
員
と
の
夕
食
会
。

　
ま
ず
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
事
、

大
歓
迎
に
対
し
て
の
お
礼
と
自
己
紹
介

を
済
ま
せ
、
彼
ら
か
ら
は
生
活
上
の
注

意
点
を
聞
く
。
　
（
特
に
生
水
は
浄
化
さ

れ
て
い
な
い
た
め
飲
ま
な
い
事
）

　
ダ
ッ
カ
市
内
で
の
車
、
テ
レ
ビ
、
テ

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
カ
メ
ラ
、
時
計
、

冷
蔵
庫
等
こ
れ
は
と
思
う
も
の
は
七
割

程
が
日
本
製
品
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。　
四
月
九
日
、
独
立
戦
争
記
念
公
園
に

て
祖
国
の
た
め
命
を
捧
げ
た
数
多
く
の

若
い
青
年
達
の
霊
に
花
輪
を
捧
げ
る
。

素
焼
の
レ
ン
ガ
を
敷
つ
め
、
レ
ン
ガ
の

塔
で
は
あ
っ
た
が
、
祖
国
独
立
に
つ
く

し
た
今
は
亡
き
青
年
達
の
願
い
で
あ
っ

た
自
国
独
立
と
発
展
を
祈
る
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
。

　
ダ
ッ
カ
市
内
で
、
美
術
大
学
、
博
物

館
を
見
学
。

　
さ
て
夕
方
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
B

G
J
S
の
活
動
と
、
子
供
達
の
様
子
を

フ
イ
ル
ム
化
す
る
た
め
、
首
都
ダ
ッ
カ

よ
り
連
絡
船
で
ポ
ト
ワ
カ
リ
県
ブ
ル
ヤ

村
と
い
う
純
農
村
地
帯
に
む
か
う
彼
ら

は
、
本
当
の
バ
国
を
理
解
し
て
も
ら
い

た
い
か
ら
と
、
農
村
を
た
ず
ね
る
。

　
ダ
ッ
カ
市
内
よ
り
距
離
に
し
て
、
約

二
百
五
十
k
m
の
地
点
で
は
あ
る
が
、

船
で
十
七
時
間
小
舟
に
の
り
か
え
二
時

間
、
歩
く
事
二
時
間
余
り
、
さ
ら
に
カ

ヌ
ー
に
の
り
四
時
間
、
こ
れ
で
は
地
方

と
の
交
流
も
数
少
な
く
物
資
の
流
通
が

ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
訳
だ
。
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学
校
紹
介

1
清
津
峡
小
学
校
－

　
　
　
　
　
　
　
　
自
慢
に
し
て
い
る
の
は
、
掃
除
が
ゆ

　
児
童
数
二
五
名

　
教
員
数
六
名

◎
教
育
目
標

　
「
心
豊
か
な
子
ど
も
。
よ
く
学
ぶ
子

ど
も
。
健
康
な
子
ど
も
。
」

◎
学
校
の
概
要
と
児
童
の
活
動

　
名
勝
地
清
津
峡
を
流
れ
る
清
流
と
f

二
峠
へ
通
ず
る
山
な
み
、
恵
ま
れ
た
自

然
と
文
化
的
不
便
さ
が
相
半
ば
す
る
環

境
の
中
に
地
域
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
の
学
校
が
あ
る
。

　
本
校
児
童
の
大
部
分
が
こ
の
学
校
で

学
ぶ
こ
と
に
満
足
感
を
も
っ
て
い
る
。

丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
る
。
運
動
会
や

学
芸
会
な
ど
に
沢
山
出
ら
れ
る
。
運
動

場
で
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
な
ど
が
理
由

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
反
面
友
達
が
少

な
い
。
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
人

数
不
足
で
正
規
に
で
き
な
い
な
ど
不
満

も
あ
る
。

き
と
ど
い
て
学
校
が
き
れ
い
な
こ
と
。

花
壇
が
広
く
一
年
中
咲
き
乱
れ
て
豪
華

で
あ
る
。
朝
顔
・
菊
・
し
ゃ
く
な
げ
の

一
鉢
栽
培
は
水
く
れ
が
大
変
だ
が
張
合

い
が
も
て
る
。

　
清
津
の
子
ど
も
は
、
悪
い
こ
と
を
し

な
い
。
礼
儀
が
正
し
い
。
仲
が
よ
い
。

無
駄
づ
か
い
を
し
な
い
。
家
の
ヂ
伝
い

を
よ
く
す
る
。
マ
ラ
ソ
ン
が
強
い
な
ど

長
所
を
も
っ
て
い
る
。
短
所
と
し
て
は

ぐ
蟻
撫
欝
蜜

「
清
津
峡
小
学
校
全
景
」

応
答
が
ま
ず
い
、
競
争
心
が
な
い
。
視

野
が
狭
い
。
体
が
小
さ
い
な
ど
で
あ
る
。

　
年
中
行
事
で
関
心
の
高
い
の
は
運
動

会
・
文
化
祭
・
ス
キ
ー
大
会
の
よ
う
だ
。

農
休
日
と
し
地
域
を
挙
げ
て
参
加
し
、
ま

と
ま
り
の
よ
さ
を
示
し
て
く
れ
る
。
修

学
旅
行
や
親
子
海
水
浴
も
全
校
一
緒
と

い
う
家
族
的
な
も
の
。
遠
足
は
春
秋
二

回
、
竹
の
子
が
り
、
き
の
こ
が
り
を
兼

ね
て
清
津
峡
・
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
・

七
ツ
釜
な
ど
を
選
ん
で
い
る
。
児
童
や

教
師
の
地
域
学
習
と
ス
ト
レ
ス
解
消
に

役
立
っ
て
い
る
。

　
小
出
分
校
・
角
間
分
校
が
統
合
し
独

立
校
に
な
っ
て
か
ら
満
．
て
ー
周
年
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
で
、
さ
さ
や
か
な
祝

賀
行
事
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

◎
学
校
運
営
の
方
向

夏
に
む
か
っ
て

　
じ
っ
く
り
と
教
え
て
、
し
っ
か
り
し

た
学
力
を
つ
け
る
。
小
規
模
校
の
良
さ

を
生
か
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
児
童
を

理
解
し
て
徹
底
し
た
指
導
を
す
る
。
先

生
方
の
努
力
に
よ
り
地
味
で
は
あ
る
が

成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
間
題

は
、
山
の
子
ど
も
の
特
性
か
ら
の
社
会

性
の
欠
如
と
言
動
の
不
活
発
を
ど
の
よ

う
に
変
容
さ
せ
て
い
く
か
、
辛
抱
づ
よ

く
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
体
位
と
体
力
の
向
上
の
た
め

に
、
社
会
体
育
の
普
及
の
た
め
に
、
体

育
館
と
プ
ー
ル
の
完
備
を
急
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
山
地
で
あ
り
な
が

ら
ス
キ
i
場
が
な
い
こ
と
。
教
育
的
だ

け
で
な
く
、
年
間
を
通
し
て
観
光
地
と

し
て
発
展
す
る
た
め
に
是
非
実
現
さ
せ

た
い
も
の
で
あ
る
。

あ
な
た
の
体
力
は
大
丈
夫
？

ー
体
力
診
断
テ
ス
ト
が
行
な
わ
れ
ま
す
i

　
自
分
の
体
力
の
衰
え
を
感
じ
て
心
配

し
た
り
、
気
を
お
と
し
て
し
ま
っ
た
経

験
の
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
。

　
年
と
と
も
に
体
力
が
衰
え
る
の
は
仕

方
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
工
夫
と
努
力

次
第
で
は
衰
え
の
度
合
い
を
お
く
ら
せ

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
“
努
力
”
は
本
人
に
任
せ

る
と
し
て
“
工
夫
〃
の
手
伝
い
を
し
た

い
と
考
え
、
公
民
館
で
は
次
の
日
程
通

り
「
村
民
体
力
診
断
テ
ス
ト
」
を
行
な

い
ま
す
。
二
十
才
か
ら
六
十
才
迄
の
方

な
ら
ど
な
た
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

夕
涼
み
が
て
ら
気
軽
に
お
で
か
け
下
さ

い
。

◎
七
月
十
七
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
貝
野
小
学
校
体
育
館

◎
七
月
十
八
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
倉
俣
中
学
校
体
育
館

◎
七
月
十
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
清
津
峡
小
学
校
体
育
館

◎
七
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
田
沢
中
学
校
体
育
館

◎
七
月
二
卜
五
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
高
道
山
小
学
校
体
育
館

　
時
間
は
ど
の
会
場
も
午
後
八
時
か
ら

九
時
半
迄
で
す
。

防
火
管
理
者
資
格
付
与

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
次
の

日
程
で
防
火
管
理
者
資
格
付
与
の
講
習

会
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
七
月
一
日
～
七
月
十
日

申
し
込
み
先
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予

防
課
（
写
真
上
半
身
横
三
セ
ン
チ
×
縦

五
セ
ン
チ
一
枚
、
講
習
テ
キ
ス
ト
代
二

干
百
円
が
必
要
）
講
習
日
時
七
月
十
九

日
㈲
九
時
～
十
六
時
三
十
分
、
七
月
二

十
日
働
九
時
～
十
七
時
ま
で
の
二
日
間

講
習
会
場
十
日
町
地
域
消
防
本
部
三
階

講
堂
　
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
に
は
、
二

日
間
の
講
習
を
受
講
し
な
い
と
資
格
を

付
与
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
く
は
、
十
日
町
地
域
消
防

本
部
（
T
E
L
七
ー
一
五
五
五
）
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。


